







































































































規検出患者数は12.9件/10,000 patient daysから8.4件/ 10,000
patient daysと導入後において有意に減少した（p =0.016）。消毒
剤の薬剤費は867,100円から992,628円と導入後に増加を示したが
有意な差は認められなかった。
【考察】手指消毒剤変更において出庫量は有意に上昇し、MRSA
新規検出患者数は有意な減少を認めた。ICTの手指消毒剤への取
り組みはMRSA新規検出患者数減少に貢献できたと考えられる。
当院 ICUでのMRSA感染対策の取り組み
京都第二赤十字病院　看護部1）、京都第二赤十字病院　感
染制御部2）
○堀内
ほりうち
みどり1）、坪倉　有岐1）、工藤　真紀1）、新　　カヨ1）、
野口千加子1）、森下ひろえ2）
【目的】質の高い医療・看護を提供するための要件として感染管
理は大きな意義を持っている。今回MRSAを発症した患者が増加
したことを受け、感染対策チーム（ICT）のリンクナースとして
標準予防策と経路別予防策の浸透と感染対策上の問題点の解決を
目標として本研究に取り組んだ。
【方法】期間：2010年5月1日～2011年3月31日　対象：A病院
ICU看護師42名
方法：標準予防策についてのアンケートと擦式アルコール製剤の
使用量を以下の取り組み前後に調査し比較する。
感染対策内容（1）擦式アルコール製剤での手洗い、手袋・マス
ク・ガウンの着脱方法の講習（2）感染対策の疑問をスタッフに
募り、回答を一覧表にして掲示（3）院内感染制御部とともにオ
ーディットを実施（4）（3）の報告書をもとに標準予防策、接触
感染予防策の講義（5）ICU入り口にコートハンガーを設置し白
衣を脱ぎ、手洗い、マスク着用して入室するようアナウンス、ポ
スター掲示（6）感染症患者のモニター画面の横と足元のベッド
柵にある患者リストバンドの横に経路別対策パネルを表示（7）
ナースステーションの患者板に感染症のステッカーを貼り感染部
位を記入、各勤務で申し送る（8）グリッターバグを用いた手洗
い方法の評価
【結果・考察】取り組み後のアンケートでは「いつもできている」
「だいたいできている」が平均93％で、擦式アルコール製剤の使
用量も約6倍に増加していた。しかし、環境接触後の手指消毒や
人工呼吸器回路に触れる際の手袋着用が不十分であることがわか
った。
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